
試 の 質と製材工程 び製材された 角の品質  

県 スギ大径材から製材した 角の品質 （ 1 ） 

 小倉光貴・松元 浩・石田洋二 
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本県の人工林（特にスギ）においては高 級 が

30 以上の 材の が 加し、 が多

い 寸の （ 14～20cm）が減少する と

なっている。 

、 材に しては、その を高める新たな

用 開発が められている。その 法の として、

本の 材から 本の 角を製材する木取りが有

であると考えられるが、その に製材される心

り材は製材時の 曲がりも含めて り す 、強度

ータも ではない とから、 では

用に がある。 

 本研究では、スギ 材から製材される心 り

角の りを計 し、乾燥 時における に

よる り の び各 の強度性能を らかに

し、 用材としての 材の を高める とを

的として研究を行った。 

本 では試験に した の 質と製材の工程

び生 された 角の品質に いて する。 

  

  

試材は石 県 のスギ ～３ で 口

級 36～46cm、長級 材（A～B材 ）を、平 30

度～ 度の 3か で 33本 し、 れに

における 工事に伴う支 木10本を加えた

合計 43本を した。 

 製材  

 試 は の上、長さ、 口 び元口の 、

同 周、 、 び木口面 の による

ン （Efr）を した。また、 材の日本

農林 （以下、 材の JAS）に基 周 に

して曲がり（ 高）、 を し、さらに

まわり、 い、 り等の有 に いて した。 
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（松元、小倉 か 2019）

３ 製材  

 製材は県 の製材工 （石 県加 ）にお

いて、 材 （ 工所製 KV-43/H-

800）により行い、製材時間 工程の のため

影により した。 

 製材木取りは に すように、 級により

取りから 取りとし、製材時の断面寸法は135㎜

角（ 上がり寸法 120㎜角）、120㎜角（同 105㎜角）、

125㎜角（同 105㎜角）とした。 

製材本 は135㎜ 角が27本（ 、心 り24本）、

120㎜ 角が 100本（同 84本）、125㎜ 角が 116本

（同 100本）で、 の から （75～80㎜角、

ありを含 ）80本を得た。 
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（ 44 46cm）

1  

） けは心持ち材、 枠は 、 は れ 、

は れ 、 は の れで から した 角 

は 後に先 しした 角

った 材から先に り とす「 先 」

４ 製材の品質  

 上った 角に いて、寸法、 、高周 水

計（HM520）による含水率、Efr、材面 の 高を

し、 面の を 曲がり として JAS の

等級 構造用製材（以下、JAS1083-3）に基 いて

した。また、材面の品質（ 、 れな ）に

いては乾燥、 上げ 後に、JAS1083-3の に

基 いて した。 

  

 の製材  

 試 43本の び製材 の を

表 にまとめた。 度、Efr、 口 の平均

はそれ れ684.2kg/m3、7.65kN/mm2、3.4㎜であった。 

材のJASに基 等級 本 は、 等10本、

等 17 本、３等 16 本であった。等級の と

なった な 点は、17本（ の 35%）に見られた

まわり（ 、4本に いては 10%以上の まわり）と、

10本（23%）に見られた による で

ある。（10本中 本は支 木） 

 製材の  
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（ 中 ）、 上で さ 対 を り

とす「 後 」、 後に る「心持ち」それ

れの曲がり率を比較した。（ ３）その 、曲が

り率は > >  となり、心 り材 ～

級 級 等級

に いて平均 に する を行った 、すべ

曲がり率 等級 率（ ）
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①

 また、製材に する所 時間に いては 度が

なる ーターによる 業である とを考 し

なけれ ならないが、 角 本 りの所 時間は

35 ～３ 59 で、平均の所 時間は 44

であった。 

製材品の品質  

JAS1083-3 における材面の のうち曲がりに

いては、材長に対する 高が び に

おいては 級で 0.2 、 び３級で 0.5 以下とさ

れている。製材後における曲がり率の は

に すとおりで、心 り材、心持ち材に

な差はな 、 の で等級 は なかった。 

JAS1083-3の の材面に基 比等を含

めた による に いては、 に すと

おりで、中心に 、 の 度が い心持ち

材で下 等級が多 なる が認められた。 

 製材の り し による曲がりの程度を比較する

ため ～ 取り製材した 35本に いて、 か

ら に り とす「 先 」（ 中 ）、

上で さ 対 を り とす「 後 」、
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ての組 合わ で有意差（p<0.05 は 0.01）が認め

られた。 らが 材から 角 取りした試

験においても同 な が されており、先 し

材の しの さに いて考 が と考えられる。

（ 、  2020）
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、 ：有意水準 5%で有意差あり ：有意水準 1%で有意差あり

３ 製材 る曲が

４ 心 角の品質 

 の Efr 製材 の 角の Efr の  

）p.47-54 

また、製材された心 り 角の品質と の品質

（等級）との の有 に いて するため、心

り 角の等級を ント し、 級 ３、 級

、３級 、等級 として加 平均 を

め、 の等級（ ～３等） に 計した。 の

、 に すとおり、 等級が下 角

の品質の が なる が見られたが、

の間に な 性は認められなかった。 

 回は A～B材を 用したため、差が れ かっ

たとも考えられ、また、 の によ

り３等としたものに いては、 が表 に 中

していたため、製材の品質に な影響がなかった

とも考えられる。 

 の Efrとそれから製材した 角の Efrを比較

したと のように高い を した。な

お、心持ち材の Efrは心 り材より1.5kN mm2程度

小さい が された。 

  

 スギ 材から製材した心 り 角に いて

した 、 曲がりによる曲がり率に いては、

れ により有意差が認められた。また、

での等級と 上った 角の 等級とは しも

ンクしなかった。 

で機械的性能の である Efrに しては

の と製材後の 角の の間に高い が認

められ、 の Efrから製材される 角の機械的性

能を する とは 能と考えられる。 

  

回の にあたり、製材 に 力いた い

た 式会 に対し、 意を表します。 

 

・ 彦(2020) 木材乾燥機を用いた熱

処理によるスギ心 り構造材の り  新

県森林研究所研究 第 60  p.32～36 

松元浩・石田洋二・小倉光貴（2019）県 スギ心 り 

角の性能 による 材の 用 （第 ）

農林水 （2019）JAS1083-3：2019 等級 構

造用製材：（ ）日本農林 会（ ）p.52-60 

農林水 （2007） 材の日本農林 ：（ ）日本

農林 会（ ）p.1-7,14-15 

（1978）応用統計 ン ック： （

1.17
1.29 1.27

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0 1 32 4

心
去

り
正

角
の

品
質

（
ポ
イ
ン
ト
）

丸太の等級（等）

平均値

R² 

y = 0.94x + 0.81

= 0.75

y = 0.90x - 0.35

2

4

6

8

10

R² = 0.62

12

2 4 6 8 10 12

正
角

の
E
fr

(k
N

/
m

m
2
）

心去り
丸太のEfr（kN/mm2）

心持ち

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0.0

曲
が
り
率
(%
)

心持ち

－22－




